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博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 
 
博士論文内容の要旨 
 地域で暮らす自閉スペクトラム症（ASD）児の家族が、支援者と主体的な情報交流
することとライフステージに対応した継続支援を目的として、容易に持ち運び可能
な ASD 児と家族と支援者をつなぐ感覚サポートアプリ YOUSAY の開発を行った。
YOUSAY は、地域で暮らす多くの ASD 児が有する感覚特性にともなう日常生活上の苦
痛や困難について、対処する家族の負担を軽減するために多職種協働開発したスマ
ートデバイスに対応したアプリケーションである。 
  開発アプリは iPad 上で動作し、開発には FileMaker 社製 FileMakerPro14 を用い
た。児の感覚特性に分類して、すきなこと、きらいなことおよびその対処を記録す
ることができる。電子媒体で記録することで多大な情報の記録・整理が行え、児の
情報をこれまでより容易に共有できる特徴がある。 
 アプリケーションに家族が入力した膨大な情報を、短時間の検索でどの情報を優
先的に提示するかなどの課題が残されている。今後、この課題を、家族及び専門職
や支援者双方から検証していく必要がある。 
 
博士論文審査結果の要旨 
 1 月 14 日の審査委員会では、①ASD 児の感覚特性の社会的認知が低く、児の行動
を支援者と家族が共有していくツールがないことを強調すること、②そのために本
研究でのアプリケーション開発が求められていること、③対象児の表現が自閉症児、
発達障害児、ASD 児など混在していることから「自閉スペクトラム症（ASD）児」の
表記に統一すること、④成果物としてのアプリケーションを提示すること等加筆修
正することを求めた。 
 1 月 22 日の最終試験の口述試験では、審査委員会で指摘した内容の修正がされて
いた。本研究の特殊性（登録商標取得、特許申請）を適格に説明し、アプリケーシ
ョンの活用方法やデータ収集と分析方法の質問にも適格に回答していた。よって、
博士論文（乙）の最終試験の結果を「合格」とした。 
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